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東日本大震災の津波で被災した名取川河口域のメダカの保全
棟方有宗*・菅原正徳**・田中ちひろ***・釜谷大輔***
Conservation Activities of a Medaka Population around Natori River, Sendai, Japan
Arimune MUNAKATA, Masanori SUGAWARA, Chihiro TANAKA and Daisuke KAMATANI
　要旨 ： 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災に伴う津波によって，名取川河口域の田圃の用水路に
生息していた在来メダカの個体群は大震災後に生息が確認されなくなった．筆者らは，東日本大
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1． 背景




















































































カが採集された水路は，幅約 30 cm，平均水深約 10 
cm，流速約 15 cm/ 秒程度の場所であった．








































































する，「噴水池」である．この池は，一辺が約 7 ～ 12 m，
水深約 40 cm の台形のコンクリート製池であり，池の
内壁は全て垂直の構造となっている．池の中心部は周
囲よりも一段低い窪み（ 4 × 4 m，水深約 80 cm）となっ
ており，中心部には電気式の噴水が設置され，春から
秋の日中にはタイマーで自動散水されている．










　2010 年 8 月，この池に，上記の名取川河口域で採
集したメダカ約 30 個体を放流した．その後，9 月に
は稚魚の出現が確認された．メダカの生息個体数は
2011 年の夏までには推定 500 ～ 800 尾程度まで増加
し，それ以降，個体数は 2013 年の 2 月までほぼ横ば
いで推移しているものと考えられる．ただし，この間
の齢構成を見ると 2011 年は全長 1 ～ 2 cm 程度の当
歳魚（稚魚）が大半を占めたのに対し，2012 年は体




















のメダカには 1 日 1 回，配合餌料テトラフィン（テト
ラ社）を指で粉末状にすり潰したものを給餌している．
























通称タナゴ池である．この池は，上面が縦 8 m×横 5 
m，底面が縦 5 m ×横 2 m，水深約 0.9 m の台形をし
ている．壁面は，ベントナイトマットによる防水層の
上に粒径約 3 ～ 5 cm の礫を敷き詰めた構造となって





　2012 年 6 月，この池に，前記の噴水池で繁殖した
















槽は，直径 195 cm，高さ 90 cm，水深約 50 cm の円
形のポリカーボネート製であり，水槽の底には川砂を
約 5 cm の厚さで敷き詰め，その上に長さ 50 cm 程度
に切り詰めた雑木の枝を配している．また水槽の中
央には直径約 20 cm，高さ約 20 cm の陶器製の植木鉢
にスイレンおよびオオカナダモ（Egeria densa）を植
















　メダカの里親事業は，これまでに 2012 年 11 月 10 日，
12 月 22 日，および 2013 年 2 月 9 日の 3 回，実施し，





















































山本義和， 2012. 屋外池における野生メダカ Oryzias 











　水槽は，親メダカ 4 尾（雌 2 尾，雄 2 尾）を収容す
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います．
　このため，飼育を行う上では，市販のメダカや，他
の地域のメダカを水槽に入れ，交雑させることを絶対
に避けて下さい．

